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1 はじめに

本書は、「ROOT Q for Trauma」（以下本システムといいます）の操作方法を説明するものです。

1.1 表記規則

規則 意味

「大メニュ」|

「小メニュ」

メニューの名称を表します。メニューの大項目と小項目の間

は、縦線で区切って表します。

[] 大カッコ内は、画面やダイヤログボックスに表示される文字、

またはキーボードのキーを表します。

<> 山カッコ内は、ユーザが入力する内容を表します。

→ 操作したあとの結果を表します。

ご使用となるうえでの注意事項を表します。

ほかのマニュアルやヘルプの参照先を表します。

2 システムインストール方法

システムを利用するには、システムをご利用コンピュータにインストールをする必要があり

ます。

システムのインストール方法については、別紙「ROOT Q for Trauma インストールマ

　　　　ニュアル」をご参照ください。

3 システム起動方法

デスクトップ上の「ROOT Q for Trauma」アイコンをダブルクリックします。

または

[スタート]-[すべてのプログラム]-[ROOT Q for Trauma]を選択します。

→これにより[ログイン]画面が表示されます。
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4 システムへのログイン

システムを起動すると、ログイン画面が表示されます。

JTDB サーバとの通信を可能とするには、ライセンス認証をする必要があります。

ライセンス認証は１度行うと、次回ログイン以降、実施の必要はありません。

4.1 ライセンス認証するには

　ライセンス認証をすると、下記の事項が可能になります。

・JTDB サーバとの通信が可能となり、本システムに登録したデータを JTDB サーバにアッ 

　　　　　 プロード可能になります

・登録可能な最大患者数の制限が無くなります。

　ライセンス認証をするには、下記の条件を満たしていることが必要です。

　　　　　・インターネットに接続可能なコンピュータに本システムをインストールすること

　ライセンス認証をするには、  [  ログイン  ]  画面で下記の入力を行います。  

①ユーザ名に、JTDB      のユーザ名  を入力します。

②パスワードに、JTDB      のパスワード  を入力します。

③[ライセンス認証]を押します。

4

①
②

③



次に、[施設 ID 入力]画面が表示されます。

④事務局より通知のあった施設      ID      を入力します。

⑤[OK]を押します。

このあと、JTDB サーバとの通信が行われます。ライセンス認証が正常に完了すると、下記画面が表示さ

れます。

⑥[閉じる]を押します。このあと[ログイン]画面が表示されます。
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⑦ユーザ名に、JTDB      のユーザ名  を入力します。

⑧パスワードに、JTDB      のパスワード  を入力します。

⑨[ログイン]を押します。下記の画面が表示されます。
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　試用ユーザにて登録した患者データは、ライセンス認証後にライセンス認証ユーザ

でログインした際に表示されます。（そして、ライセンス認証後は試用ユーザでログイン不

可になります）

この後、  JTDB      サーバとの最初の同期をご実施ください。  

　【重要】  JTDB      サーバとの最初の同期時の注意点  

下記のいづれかに該当する場合、下記【*1】の項をご確認いただいた後、同期をご実施

ください。

・試用ユーザでログインし患者データを登録した場合

・本システムの β バージョン(Ver0.9.1)を以前から使用し患者データを登録している施設

　　　【*1】

最初の同期時に、本システムに登録した患者情報は全て JTDB サーバにアップロードされ 

ます。このため、試用ユーザにて入力した本当ではない患者データや、WEB システム

（https://weds.shis.uth.tmc.edu/JTDB/index.cfm ）で JTDB サーバに登録済みの患者と同じ

　　　　　　　　　　患者のデータは、同期の前に、本システムでデータ削除をしてください。

データ削除は、「5.3.2 患者情報の削除」項の完全に患者を削除するには、の手順

をご実施ください。
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JTDB      サーバとの同期を実行するには、  

メニューより「JTDB サーバ」-「全て同期」を選択します。下記の画面が表示されます。

⑩パスワードを入力します。

⑪[実行]を押し、JTDB サーバとの同期を実行します。

※この後、  JTDB      サーバとの間で下記通信が順番に行われます。  

・本システムで入力した患者情報が、JTDB サーバにアップロードされます。

・JTDB サーバの WEB システム（https://weds.shis.uth.tmc.edu/JTDB/index.cfm ）で入力し

た患者情報が、JTDB サーバから本システムにダウンロードされます。

・JTDB サーバに登録済みの利用者ユーザ情報が、JTDB サーバから本システムにダウン

ロードされます。

同期が完了すると下記画面が表示されます。
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⑫[閉じる]を押します。

最初の同期は、JTDB サーバに既に登録されている患者数の量により時間がかかり

ます。
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4.2 通常のログイン（ライセンス認証済みの場合）

①ユーザ名に、JTDB      のユーザ名  を入力します。

②パスワードに、JTDB      のパスワード  を入力します。

③[ログイン]を押します。
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4.3 試用ユーザでのログイン

ライセンス認証を行う前に、下記の操作にて、試用ユーザ(rootq）でログインするとシステムを試用すること

ができます。

①ユーザ名に< rootq >と入力します。

②パスワードに< trial > と入力します。

③[ログイン]を押します。

試用ユーザの場合、以下の利用制限があります。

・JTDB サーバとの通信はできません。

・登録可能な患者数は最大 50人迄です。

※ライセンス認証を実施すると、この制限はなくなります。

ライセンス認証の手順は、「4.1 ライセンス認証するには」をご参照ください。
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5 患者情報を登録するには

5.1 患者情報を新規に登録するには

メニューより「ファイル」-「データ登録検索」を選択します。

①登録する患者の条件（JTDB ID、年齢、性別、入院日の何れか、または全て）を入力　

　　します。

②[登録・検索]を押します。

ここで、上記で条件に入力した患者情報が、データベースに登録されていない場合は、以

下の画面が表示されます。
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③[登録]を押します。

次に、以下の画面が表示されます。この画面で患者情報を編集していきます。

編集操作については、「5.3 患者情報を編集するには」をご参照ください。

　　　　　 JTDBID 登録時の注意

JTDB ID には患者を識別する ID を登録します。JTDB ID から患者個人の特定が
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できないよう、JTDB ID には院内のカルテ番号・患者 ID とは別の ID を登録してく

ださい。

5.2 患者情報を検索するには

メニューより「ファイル」-「データ登録検索」を選択します。

検索方法１）

①検索する患者条件（JTDB ID,年齢,性別,入院日の何れか）を入力します。

②[登録・検索]を押します。（ここで条件に該当する患者情報が存在しない場合は、

　患者新規登録画面が表示されます。再検索する場合は同画面をキャンセルした 

　後、再検索してください）

検索方法２）

③[入力完了者]をクリックします。

または

④[入力未完了者]をクリックします。
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⑤条件に一致する患者情報の一覧が表示されます。

⑥表示対象を、切り替えることができます。

⑦一覧の各項目のタイトル部をクリックすることにより、クリックした項目でソートして表示

ができます。また同じ項目をクリックする毎に昇順、降順を切り替えることができます。
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5.3 患者情報を編集するには

5.3.1 編集する患者情報の選択

編集する患者を選択します。選択方法は２通りあります。

選択方法１）

①選択する患者の JTDB ID（青字の部分）をクリックします。

選択方法２）

②行を選択し、[編集]を押します。（行を選択すると色が変わります。画面例では１

行目が選択された状態です）

5.3.2 患者情報の削除

③[選択]欄にてチェックした患者を削除します。

　ここで削除した患者は、まだ完全には削除されていません（論理削除の状態）。

完全に患者を削除するには

[表示対象切替]欄で[削除された患者]を選択します。次に、削除された患者の一覧が表示

されますので、対象患者を選択し[完全に削除]を押します。
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5.3.3 患者情報編集の基本操作

患者を選択すると、下記の編集画面が表示されます。

ここでは編集の基本操作を説明します。

①編集する情報のカテゴリを選択します。マウスでクリックする方法の他にファンクション

キー(F2～F8）でも選択ができます。

②項目名の右に(*)と表示されている項目は、必須入力項目です。

③編集した情報をデータベースに登録します。

　※このボタンを押したときの他に、以下の操作をした時に情報がデータベースに

　　自動的に登録されます。

　　　　・①のカテゴリ表示を切り替えた時（例：患者初期情報が選択されている状

　　　　　態で、病院前情報を選択したとき）

　　　　・メニューから別機能を呼び出したとき

　　　　・⑤[一覧へ戻る]を押したとき

④編集したデータを、画面表示時の状態に戻します。但し本画面から呼ばれるサブ画面で

登録したデータは元には戻りません。

⑤患者情報の一覧に戻ります。
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⑥編集エリアにあるボタンを押すと、以下のようなサブ画面が表示されます（この例では受

傷機転）。

サブ画面でデータの登録ができます。[HIS からの参照情報]欄には、外部データ

から取込んだ参照情報が表示されます。サブ画面ではこの参照情報を参考にしな

がら、データの編集ができます。

⑦選択したカテゴリによっては、以下の画面のようにサブカテゴリ(薄い青い部分)がありま

す（下記例は病院前情報の場合）。
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⑧入力を完了した情報は、本画面で操作は可能ですが、データベースへの登録はできま

せん。入力完了の患者情報の場合、画面の下部に以下のメッセージが表示されます。

入力を完了した情報を編集するには、完了を取り消す必要があります。

5.4 患者情報の入力を完了とするには

①[入退院情報]を選択します。

②チェックを入れます。

③[登録]を押します。

②にチェックを入れた時に、必須入力項目が入力されていない場合、以下の画面が表示

されます。未入力のままで完了するには、[OK]を押します。未入力の項目を入力し直すに

は、[キャンセル]を押します。
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5.5 患者情報の入力完了を取り消すには

①[入退院情報]を選択します。

②チェックを外します。

③[登録]を押します。
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6 JTDBサーバとデータ通信するには

JTDB サーバとデータ通信をするには、インターネットに接続可能なコンピュータに本システムをイ

ンストールする必要があります。

JTDB サーバにアップロードされたデータは、日本外傷データバンクに反映されます。

本機能を利用するには、ライセンス認証を行う必要があります。

ライセンス認証の手順は、「4.1 ライセンス認証するには」をご参照ください。

6.1 JTDB サーバとデータ同期をするには

メニューより「JTDB サーバ」-「全て同期」を選択します。

①パスワードを入力します。

②[実行]を押し、JTDB サーバとの同期を実行します。

※日々の運用時、本システムで入力した患者情報を      JTDB      サーバに  

アップロードするには、通常、この操作をご実施ください。

※本操作を行うと      JTDB      サーバとの間で下記通信が順番に行われます。  

・本システムで入力した患者情報が、JTDB サーバにアップロードされます。

・JTDB サーバの WEB システム（https://weds.shis.uth.tmc.edu/JTDB/index.cfm ）で入力し

た患者情報が、JTDB サーバから本システムにダウンロードされます。

・JTDB サーバに登録済みの利用者ユーザ情報が、JTDB サーバから本システムにダウン
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ロードされます。

6.2 JTDB サーバへ患者情報をアップロードするには

メニューより「JTDB サーバ」-「アップロード」-「患者情報」を選択します。

①パスワードを入力します。

②[実行]を押し、アップロードを実行します。

※本操作を行うことにより  本システムで入力した患者情報が、  JTDB      サーバにアップロード  

されます。

※本操作による処理は、「6.1 JTDB サーバとデータ同期をするには」の操作時にも行われ

ます。

※一度アップロードした患者情報は、本システムで再度編集しない限り、アップロードされ

ません。
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6.3 JTDB サーバから患者情報をダウンロードするには

メニューより「JTDB サーバ」-「ダウンロード」-「患者情報」を選択します。

①パスワードを入力します。

②[実行]を押し、患者情報のダウンロードを実行します。

※本操作を行うことにより      JTDB      サーバの      WEB      システム  

（  https://weds.shis.uth.tmc.edu/JTDB/index.cfm  ）で入力した患者情報が、  JTDB      サーバから  

本システムにダウンロードされます。

※本操作による処理は、「6.1 JTDB サーバとデータ同期をするには」の操作時にも行われ

ます。
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6.4 JTDB サーバからユーザ情報をダウンロードするには

メニューより「JTDB サーバ」-「ダウンロード」-「ユーザ情報」を選択します。

①パスワードを入力します。

②[実行]を押し、ユーザ情報のダウンロードを実行します。

※本操作を行うことにより      JTDB      サーバに登録済みの利用者ユーザ情報が、  JTDB      サー  

バから本システムにダウンロードされます。

※本操作による処理は、「6.1 JTDB サーバとデータ同期をするには」の操作時にも行われ

ます。
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6.5 ROOT Q β (Ver.0.9.1）からバージョンアップした施設の場合

　ROOT Q の以前のバージョン β (Ver.0.9.1）からデータを登録しており、今回バージョンアップをした場合、

[搬送方法]、[入院後診療科]に複数選択をしていると、JTDB とのデータ通信時に下記のような画面が表

示され、データ通信が行われない場合があります。

※画面は[搬送方法]の場合です。

この場合、①[閉じる]を押し、画面が閉じた後、「移行」-「搬送方法」メニューを選択します。

すると下記画面が表示されますので、②[チェック]を押します。該当データの一覧が表示されますので、１

件ずつ各 JTDB ID の③青字の箇所をクリックします。

25

①

②

③



登録画面が表示されるので、「病院前情報」-「搬送方法」が複数選択されている箇所④を、１つのみ選択

となるようデータを変更し、⑤[一覧へ戻る]を押します。

②～⑤の操作を、②[チェック]を押しても一覧にデータが表示されない状態になるまで、繰り返します。そ

の後、改めて JTDB サーバとの通信をお試しください。

※上記例は、[搬送方法]の例です。[入院後診療科]の場合も同様の操作を実施します。
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7 患者情報を外部から取り込むには

7.1 準備

7.1.1 外部データ取込　項目毎マッピング設定

　ここでは、外部データの各項目（性別、外傷原因など）の分類と　ＪＴＤＢ側の分類をマッ

ピングすることができます。

　外部データ取込み時には、ここで登録したマッピング情報に基づき、分類が変換され本

システムのデータベースに登録されます。

メニューより「オプション」-「外部データ取込設定」を選択します。

①各項目のマッピングを設定します。

　　　　以下の３つのうち、何れか１つを選択します。

・カテゴリ（変換なし：ＪＴＤＢの分類通り）

外部データとＪＴＤ B の分類が同一の場合に選択します。

・カテゴリ

外部データとＪＴＤ B の分類が異なる場合に選択します。こちらを　　

　　　　 選択した場合、②[設定]を押しマッピング情報を登録する必要があり　

　　　　ます。 登録方法は、下記「■マッピング詳細情報の登録方法」をご参　

　　　　照ください。
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・テキスト

外部データ側に分類がなく、フリーテキストのデータを取り込む場合　

　　　　は、こちらを選択します。なお、フリーテキストで取り込んだデータは、

　　　　患者情報の編集画面で参照ができます。

③マッピング情報をデータベースに登録します。

④画面初期表示の状態に戻します。

上記の画面例は患者初期情報の例です。他のカテゴリ（病院前情報など）も同様に設定を

します。

■マッピング詳細情報の登録方法

　　項目毎マッピング設定画面のカテゴリ設定で、< カテゴリ>を選択し、[設定]を押　

　　すと以下の画面が表示されます。

　　

　　画面左側が外部データ側の分類、右側が本システムの分類です。

　　初期表示で既にマッピングがされた状態になっています。

⑤マッピングを解除する場合に押します。

　→すべて解除すると次の画面になります。
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マッピングをするには、次の画面のように、⑥チェックボックスを選択（複数可）し、⑦マッピ

ング先項目の[選択]を押します。この画面では例として外部データ側(HIS）のコード 101 と

102 を、本システム側のコード 101 にマッピングします。
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マッピングをした結果、⑧にマッピングした外部データ側(HIS)のコードが表示されます。こ

の時、⑨選択済みの外部データ側項目はグレーアウトされます。

マッピングをしなおす場合には、、一度解除してから再操作をしてください。

上記の操作を繰り返し、外部データ側(HIS)の項目すべてについてマッピングを設定しま

す。

その後、⑩登録を押します。登録は、左側（HIS）側の項目すべてがマッピングされていな

いと登録できません。

外部データ側（HIS)のコード、項目名は、ダブルクリックをすると編集することも可能です。

※上記の画面例は外傷原因の例です。他の項目についても同様に設定をします。

※本画面で外部データ側（HIS)の項目の行の追加はできません。行を追加する場合は、

[CSV読込]を押し、CSV ファイルを読み込みます。CSV のサンプルファイルは、デスクトッ

プの「ROOT Q for Trauma サンプルデータ」フォルダ下の「マッピングデータサンプル」フォ

ルダ内に格納されていますのでご参考にしてください。
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7.1.2 外部データ取込　フォーマット設定

ここでは、外部データ取込機能で取込むファイルのフォーマットを指定します。本システム

では予め定めた定義で記載されている XML、または CSV形式のファイルを取り込むこと

ができます。

メニューより「オプション」-「動作環境設定」を選択します。

①[アプリケーション]タブを選択します。

②取込データ形式を選択します。XML または CSV を何れかが選択できます。

③[登録]を押します。
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7.2 外部データ取込の実行

メニューより「ファイル」-「外部データ取込」を選択します。

①外部システムが作成したファイルを格納したフォルダを指定します。[参照]を押す　こと

によりフォルダを選択することができます。

②[開く]を押します。

　　　　　→これにより、ファイルから取り込んだ患者データの一覧が表示されます。

③　データベースに取り込むデータを選択します。

④　選択したデータをデータベースに仮取込します。

　　※仮取込処理は、データの件数や、コンピュータの性能により多少時間がかか

　　　る場合があります。
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　　記は１例です。
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⑤全てのデータを選択します。

⑥全てのデータの選択を解除します。

⑦データ検索画面に戻ります。

⑧仮取込時にエラーが発生した場合にエラーの詳細が確認できます。エラーが発生する

原因は、ファイルのフォーマットが不正、ファイル中のデータが不正（数値の部分に文字が

入っている等）、ファイルの変換ルールが不正などが考えれます。

　もし、エラーが発生した場合はログを参考にし、エラーの部分を修正の上、[開く]から再

操作をしてください。

　　　　　　次に、外部データ取込確認画面が表示されます。

⑨正式登録するデータを選択します。

⑩選択されたデータを正式登録します。

⑪取込対象設定

　　本番データに取込む対象データを絞り込むことができます。

　　初期表示では、未登録と未編集が選択されています。

　　・未登録：未登録のデータ
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　　・未編集：既に登録されているが編集していないデータ

　　・編集済：既に編集しているデータ

　　・完了済：既に入力が完了しているデータ

　　・論理削除：削除されたデータ

　　　　　　　　 編集済、完了済にチェックを入れて表示されたデータを取り込んだ場合、

　　　　　　　　　　　本システムで既に編集または完了したデータが上書きされますので、ご注意ください。

8 動作環境を設定するには

8.1 表示言語を切り替えるには

メニューより「オプション」-「言語設定」を選択することにより、画面表示の言語（日本語/英
語）を切り替えることができます。

8.2 画面表示のフォントサイズを変更するには

メニューより「オプション」-「動作環境設定」を選択し、[ユーザ]タブを選択します。ここで、

フォントサイズを 9,10,11 の内から選択することができます。
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9 データベースをバックアップするには

メニューより「オプション」－「データバックアップ」を選択します。

①バックアップ先ファイルの名前を入力します。

参照ボタンを押すことにより、ファイルを選択することもできます。

※データベースのバックアップは、ここで指定したファイルに保存されます。

②[バックアップ実行]を押します。

※[PostgreSQL]パスは、通常は変更する必要はありません。

※ここで作成したバックアップファイル(*.backup）は、別コンピュータ等に

保存してください。

※バックアップは定期的に取得してください。
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10 患者データを全て削除するには

メニューより「オプション」-「データ全件削除」を選択します。

①[削除実行]を押します。

本システムのご利用を止める場合に、本システムをアンインストールしても、登録さ

れた患者データはコンピュータから削除されません。

このため、本システムのご利用を止める場合には、本操作により患者のデータをコン

ピュータから完全に削除した後、システムのアンインストールをしてください。

この操作を実施しても、JTDB サーバのデータが削除されることはありません。
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11 データベースをリストア（復元）するには

以前に取得したバックアップから、データベースのデータを復元したい場合に本操作を実

施します。

メニューより「オプション」－「データリストア」を選択します。

①バックアップファイル名に、以前に取得したバックアップファイル名を入力します。

参照ボタンを押すことにより、ファイルを選択することもできます。

※前回取得した時のバックアップファイルのパスが初期表示されます。

②[リストア実行]を押します。

※[PostgreSQL]パスは、通常は変更する必要はありません。

以上
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